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 研究概要 
 

キノコ類などから抽出した高機能成分の研究を進める中で，コムラサキシメジから得られた植物成長

調節物質の活性発現機構と作物に対する増収効果を検討した。その結果，この物質は様々なストレスか

ら植物を守り，成長を促進・制御することが判明し，玄米やジャガイモなどでは収量増加をもたらした。 

 

 研究内容、研究成果 
 

 キノコ類，マコモタケ，チャなどから抽出した高機能成分を，機能性食品や植物成長剤に発展さ

せる研究を進める中で，今までにはない顕著な植物成長調節作用を持つコムラサキシメジ抽出物に

ついて，その研究内容と成果を報告する。 

シバが輪状に繁茂し，後にその部分にキノコが発生する現象が知られている。住宅の庭,ゴルフ

場，公園などでは「フェアリーリング病」として世界中で被害を与えている（写真１）。この現象

は，菌が植物成長調節物質を産生していると考え，このような現象を引き起こすコムラサキシメジ

の菌糸体を液体培養し，その抽出物からシバの成長に影響を与える物質の精製を試み，２－アザヒ

ポキサンチン(AHX)を活性物質として得ることに成功した。AHX は，属する科に関わらず調べた全て

の植物の成長を制御した（シバ→根・地上部成長促進；イネ→成長促進（写真２）；レタス→重量

40％増加；アスパラガス→成長促進（根，茎，重量 100％増加）；コマツナ→成長促進；ジャガイモ

→収量 19％増加；シロイヌナズナ→成長促進；バラ-切り花の日持ち延長）。最も検討の進んでいる

イネでは，栽培期間中 5 μM 与えると玄米に 25％の増収をもたらした。さらに，常時施用ばかりで

はなく，生育期間中に一定期間施与することによって増収効果が観察された（表１）。これは米の

生産を考えると驚異的な結果である。 

イネマイクロアレーと RT-PCR による検討ではグルタチオン-S-トランスフェラーゼ（GST），TIP2

（アクアポリンの１種）などの遺伝子の発現が大幅に促進されていた。GST は低温，塩ストレスに

対応して発現され，この遺伝子を導入された組換え体のイネは低温，塩ストレス耐性を獲得したと

いう報告がある。AHX を添加すると組換え体同様の低温，塩ストレス耐性を示し，高温ストレスに

も耐性を示した。また，TIP2 は水吸収の他にアンモニア態窒素の吸収に関わっており，実際にイネ

栽培実験ではアンモニア態窒素のイネへの吸収が大幅に促進されていた。 

 

今後の展開、将来の展望 
 

 今回の研究によって得られた２－アザヒポキサンチン(AHX)の植物成長促進効果については，遺

伝子レベル，蛋白質レベルでの活性発現機構の解明を目指す。さらに，この物質の菌における生合

成経路，植物中での代謝経路の解明を目指す。さらに様々な作物（コムギ，トウモロコシ，サトウ

キビ，トマト，イチゴなど），花卉などへの成長促進効果の有無を検討する。さらに，木本類（樹

木）への効果も検討する。もし，木本類の成長が促進されれば，食糧問題だけでなく CO2削減によ

る環境問題への貢献も可能となる。 

今後、植物成長調節剤や肥料としての実用化を目指した応用研究開発を行う予定で、イネに関し

ては圃場レベルでの試験を実施中である。そのため，現在いくつかの研究助成制度に応募し，栽培

試験への協力を前提に共同研究先を検討中である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
表 1. 土耕栽培におけるイネ(日本晴れ)に対する AHXの効果  [AHX：２－アザヒポキサンチン] 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 研究体制 
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 研究期間 
 

平成１９年４月 ～ 平成２２年３月 

濃度 5 0 μ M  ×  2 週 間 5μM 
処理 

期間 定植期 分げつ期 穂肥期 実肥時 常時 
ｺﾝﾄﾛｰﾙ 

[玄米]       

玄米収量 [g]
(増加率)  

39.3 

(7%) 

44.4 

(20%) 

43.1 

(17%) 

41.8 

(13%) 

46.3* 

(25%) 

36.9 

(基準) 

玄米重量 
[g/100 粒] 2.17 2.22 2.24 2.19 2.22 2.19 

水分含量 [%] 11.6 12.3* 11.8 12.0 11.8 11.8 

[植物体]       

穂長 [cm]   22.2 20.3 20.9 21.2 20.8 20.7 

桿長 [cm] 86.0 85.9 85.2 86.7 89.8 84.6 

植物体穂数 31.5 30.8 28.5 28.0 30.8 27.3 

地上部  [g] 141 148 144 149 150 134 

写真２ AHXのイネに対する効果 

写真１ ゴルフ場でのフェアリーリング病 

AHX 処理 ｺﾝﾄﾛｰﾙ 


